
平城宮跡出土の木簡

平城宮跡発掘調査部

1984年度の調査では，平城宮内の2カ所と平城京湖、の 2カ所の淵在区から総計 1，648点の木

聞が1:1:¥土した。各調ii区のU:¥こt.点数は表のとおりである。主な木間の釈文は 「平域常発銅調ヂt

出土.木ffiiU況報18Jj(1985年6月TIJ)(ζ報告したので，乙乙では脳卒?な内容をもっ平地'I~・跡出土のも

のを中心(ζ報告する。
次数 点数地区名

南面大垣東端地区 (第155次)
陶而大担司I端地区 第155次 1，500点、

調資区は官の東南 I\'f~にあた îft定第一次明1~院地区東南限 第157次 146.'気

り，かつて13，000点にのぼる 左京八条-1平三・六坪 第160次 1 ，S~ 

|ゴ 附四郎西南附 1点
木ffiiが出ニ1-.した第32次補足淵

ノ1-1、.i-J 1， 648!~( 
在医の問と南[ζ接する場r~r で

ある。木町の出土地点は，W:四時 SD4100 (69点)，二条大路北側併 SD1250 (1∞J去)，南北時
SD 11640 (1， 198点)，南北UltSD 3410 (106点)である。乙のうち SD4100は南而大同の北を京流

して，京而大国の刊に沿って南流する SD3410 ，ζ合流し，その SD3410は向で二条大路北側桃
SD 1250へ流れ込む乙とが1i'(r(認されている(作報1966・1967)。 また SD11640は京而大垣から山.

ヘ約 50m のととろで SD4100とSD1250とを結んでいる南北it'lfである。 SD11640からはぷ

ft'l3 .......利 Ifι5 f-j::の正I~紀をもっ木間計 7 点と ， 郷!:H制 の記，1売のある 1 "討が1:1:¥:1こしている。 また

SD 4100は3J切(ab c) (ζ 区分できるが，木間はいずれも最も古い部 aから1:1:¥土し，そのi判ζ

やはり ~J!I\虫制の記械をもっ木前i 1点を含んでいる。

第 155次調査1:1:¥土木間のM:大の特徴は式(41)省関係木簡が多数を占める乙とである。式部省IJJ;I

係木間は SD4100， SD 11640，放び SD11640とSD1250との合流点で出土した。式部省関係

の木附は部32次補足澗脊でも SD4100とSD3410から多数出土している。ただし第32次納足

淵斉木間と比11皮してみると ， 相選点もあり ， いく つかのffr しい JJI見を 1~: た ζ とはIfi;~である 。

その 1は，( 1 )の木附が It\土した乙とである 。 去には考 g出の I~~ の;N' lllI i ， 宮 l限， 位 |軒 ， た1:名 ，年l愉 ，

木j草地と .1年間の上日を記し.~(ζ は考 ，ì)!!令分番条にみえる分器官の三等評{illiのうち下等に

あたる文口・すなわち 「誼逃不上，執当脳失」といった，iE句が記2きれていたと巧えられる。形態

は上から約 4.5cmの部分の側而から孔を穿っており ， 従来から知られていた考巡関係木附iと

同一である 。 乙の木m'iは上日数からいっても ， 評価が 1 年分である乙とから考えても 1 年 II~j の

考却に関わる木間であり .1渥叙の木附でない乙とはあきらかである。と乙ろが，従来?5・諜木間

として考えられていたのは第32次補足訓育で'出土したみ;のような木間であり ，iI己i肢が奥なっ一

いる。

仏) 去上 位子従八百i.上(1主祢JJ..;.士山諸問品交問 (木附紙報") 

これまで(A)が考却木聞の典型とされてき たのは，他[ζ考ii~lの木前lの先形品が山土しなかった
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ことによる。ところが，今1l!1(l)の木聞が出上した ζとによ って，'1'1;・人一人一人について作られ

る，13 1誌の木間が一間~l!'jのみではなく政数存ずl・することが縦認され ， それぞれの民われJJを検討

する必裂が生じたといえる 。そ してこの(J)の巧 l i~l木間の使われんであるが ， 乙の記，1氏 I}i作を正

:kr I~'G(ζ 成る ，芯文と比' 1皮すると ， 側々の}与人 lζ|対する部分の古き万が恨めてよく fti似する ζ とが

わかる。考文のー怖を示せば，

'1-'ヒ iT 一七 {以下 |岳 !弘 nili ~';'i令民主主主1-八

地 ぷ一巡1[1 天文六壬^ オ f 
龍司qf.i荘IJ白 日参 1'''1以

情~'!!J lJt悌千五; 山|、放験多すi'lぱ (大日本11l文，1::;b4-552)

のごとくである 。 巧ι!令内外初 !な糸によると ， 式 ~~I ;省で-は各官I(Jから考火;が~まってきたあと ，

「色))IJ為記」とあり巧文をもとにして係々なmHJiの記鉛を作る乙とになっている。それらにつ

いて令民j仰の各説は上中下とい った止|市II i別 ， 位 1~1))U ， 長上 ・ :器J二 ・ 縦色の別といった各百!の記

ttである ，と述べてl)る。そうすると ，式部省では考文の記械を白人11j1ζ木ffti(C，.'1き勾.してお

き，それらを{uJ/文か並べかえることによって各陣の記録を作成したのではないかという似定が

可能となる(以野治之 r正む|涜文l'~，と木附の研究.n 70t'Q)。もし，乙の加7とがあたっているとすれば，

まさに(1)の木聞はこの作業の111でfドられたものといえるのではなかろうか。そして(1)の考出木

附が乙のような場で使われたとすると ，(A)の木前jはまた))リの場ifil"で使川されたこととなり，今

後の検討『課題となろう。

また，第32次補足淵台やIT.. ; 155 次調:任で多数山ニ1: した行IJ屑のうち (6)のような巧 ， l~~ 令の:if.: ・ {(~

条をUした削mは(1)の裂に .q=かれた文言と対泌することが判明し，Ur川の上回数を記した削
府もまたこのタイフの木作i'iから/'iIJりl収られたことがわかり ，その点でも(l)の木fftiH.. ¥ニL:の芯1J，kは

ノ、きし )0

特徴の抗 2 は ， 払:~木間 . ;渥叙木日ii以外の汚iililYJ係の公文lζ|刻わる木附がいく つかI.l¥土した

ことである。まず，(4)と(5)のように付札の形態をした氷川がある。(4)の内作は多倒的(郎子向)

から進められた々瓦 6巻と考状 6巻のid"12巻が般の立11きものに入っており ，それに付・けられた

付札と考えられるし，(5)はI許可lから送られてきた判Ilfむ2"f分のこJ".l三(あるいは長上の?t!りか)の考

文を式部省でひとまとめにした|探(ζ付けられた付札と考える乙とができる。 (4)の誕の 「三訴」

とは式部省で考文;を校定する I~(ζ式部白人を! " 1fí: (ζ分け ， 分担して校定するときの担当を指す

のであろうか(延T~f.式郎式滝川悦引 111=1条) 。 同肢に~えると (5 ) の 「末 J J は米だ校定が済んでいな

い12かとも でぢえられるが ， 断定はで きない。 ζ れらの他lζ も折在i~í与によって原型のわからない

もので 「考ー 状一 口右口Jr口口口考文 し;JJJr・考文プ〈宅金 ・口三番」といった考文や考

状!乙|却する木附がある。また考iilil共JI，系公文を巻いた市111も1}，';U:Hニlこした。(:3)がそれで，制11の木口

の~hj ~1， j lζ巡 . q:があり ， 一端[ζ 「出羽 !Jqm;司考口」 とある 。 ![i !C 削 l舟ではあるが rU~I( J と記し

たものもあり ，これは 「考'1"1行中」なる公丈を指していると考えられる。以上のように今回山

上した式日刊行IYJ係木前jは考ぷ木聞の他にも多隊ないl作をらち，今後の研究{ζ多くの材料を促供
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する乙ととなったといえる。

第 3の特徴として，第32次1IliJJi淵査の木附と比べると同じ式m;省|剥係木日i'jでも'rl二代のjf1いが
あることを指摘できる。 SD11640 U:¥::L:の木附は一応糾!(u.1I.:II¥1切のものと 巧えられるのに対し

一， ;n32次補，hl，Vl村正木ffi'iのうち年紀のあるものはほとんどが米、|え主千以降のボ良時代ぷl切に制

する。ただし例外があり ，SD 4100の第32次AIi，hl，例代|メの州端近い地点からlJ:¥jょした一昨のみ

は年紀のあるll，r;'，l=iそでが例!fU5年の続労銭の*m'iであった。乙の地点は SD4100と SD11640 
とが接続する部分にあたり ，一昨の木間は SD11640とI'IJーの椛都府から:Uj:した IU能性がIflJ

い。年紀の違いのほかにも釘32次R!U己調公のζの火点より京から山ニトーした木町と，失点および

SD 11640のそれとでは内作上も克JA¥が認められる。それはH続労鋭木ffi'iは後行のみから山土

し，(8)もその一例といえるが，W:からは 11，'J，も11¥土してない，(コ前11，1仏)のタイフの 「去上」と

いった|刊}fi}は11:倒的(C!Iij:K-から:Uニ|こし，δD11640からは:ILlしていない，てrトである o ~'!j lζ(.-:) は

宣投:で仏)のタイフの木附があるいは奈良11与代!'Iij、/':1ζは使われていなかったIIJ能1'1:を111'向くするら

のといえよう。

式部省関係木附以外では，(2)のようなど金子本の'MIの木口!ζ出7りしたものが山土しているのら

興味深い。 1~~ 2 111111 f行ほどの制かい文アで本1-1をーJ，ldするように』かれている。内特も肥後

凶にあったJVI'ljの一つが r1ní:城市 l:lj J である ζ とが~ I られ ， また兵τ1 :11t字1 似ぷ( j1fiの引尖を)~物

(ζ よってがしたといえよう 。 乙のように木 1-1{ζ出占があり ， 組織と|可憾の1~t， !自 を!-I~ たした'\illi は

これまでにも山内から{'rJ，'，'，(か山土しているが，山形のものと しては (2)と(3)が初の山上といえ

る。 (10)， (11)はw米山本しであり ，(10)は SD11640， (11)は SD1 250 から 11 仁仁 した 。 (J O)(ま割!11~i!，"IiiJ 1':の

もので ， 大fVj~Jalの新口~H と 111 中 ' Hのw米がご.つま とめてー依 と されており ， また ， X4r口11¥と川

ι1-1虫を指 して 「二村」 とぷ起するなど ， 税HilJ )とあるいは村~年比:のん lliiで興味深い5l:rIといえよ

う。 ーん1(11)は抑制下の仰J、しで，他(ζ|司じ砕から川市の飯間郷，JlI.ill郷の，-;j・ 3点のIljf米向札が:1¥

土している。

推定第一次羽堂院地区東南限(第157次) 限定!:n一次~~J :hl l抗出んの調査であり ， 出-'(j< '!:l1 '.次の

一つのl;則立院の/I¥Jを陶枕する 2条の基幹訓水路 (SO::1765とSO:Hl5)の以 下流の先制となる。木

間146点のうち 2以の削)f'Jを|徐き他は全て SD3715からの:1¥1:である。4作iドi紀のあるものが(川ド川暗か.(川l川川~) ) 

の2)点t

のイ木記間の多くは五朱モL良込{I時時代」ぷ.;J卯則U別jのものと J悦(f住r~月定:される 。 (1 2)は iIÚI}，JI]~ の・山人名を此|締ととらに列挙し

たものであろうが，IlJi創立小別である。(15)は'IIi11J ~~32 jj( li lì ，hl，:/，'~ftの (A) と I ， d じ形のイI-: ffí'j である 。

(12)・03)・(15)とやはり宙人の人事(ζ|長iわる木附がこの場19rから出土している点は，J~部作の所在

地の問題も合めて，周辺の淵貨を待って帥19Jしていく必裂があろう。またお 157jj(調査ではい

くつかのb・"j".2，i除名の木日j'iが出-':している。(I(j)の f制 LJ肝」の他ICr外只白 人:炊J1内合

人」咋がみられ 、時，!?ゴー日誌では rl付木 1:19rJ rム:~;fõJ r内大炊」呼がある。ζの地区の性的を論

じる引のまとまりはないがrl:11される。 (、子的i以瓜)
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